
　全長14.5ｍの白黒２反
の布を合わせた幟を1人で
持ち上げる若者（寺の坂の
幟起こし）
　その様子は、見物人を魅
了し、持ち上げた瞬間大き
な拍手が起こり、度島の盆
ごうれいのメインイベントで
もある。

【昨年の度島の盆ごうれい】

子
の
須
古
踊
」、
度
島
地
区
の「
度

島
の
盆
ご
う
れ
い
」、
生
月
地
区

の「
舘
浦
の
須
古
踊
行
事
」、
大
島

地
区
の「
大
島
の
須
古
踊
」「
大
島

の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」「
大
島
の
流
儀
」、

ど
れ
も
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
人

た
ち
が
守
り
抜
い
て
き
た
特
色
あ

る
伝
統
芸
能
で
す
。

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
な
ど
で
、
地
域
に
残
る
若

者
が
少
な
く
な
り
、
後
継
者
を
確

保
す
る
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
先

人
た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
貴
重

な
地
域
の
伝
統
を
未
来
に
残
し
て

い
く
た
め
、
懸
命
に
努
力
し
な
が

ら
守
り
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
は
口
を
そ
ろ

え
て
言
い
ま
す「
先
人
た
ち
が
守
っ

て
き
た
伝
統
は
必
ず
次
世
代
に
つ

な
い
で
い
く
」と
。

　
「
伝
統
を
つ
な
ぐ
」こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
伝

統
を
受
け
継
ぐ
熱
い
意
志
、
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
強
い
使
命
感
を
持
っ
た

人
た
ち
が
い
る
限
り
、
未
来
永
劫

継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

す
べ
て
は
先
人
た
ち
の
思
い
を
未

来
の
人
た
ち
に
届
け
る
た
め
に
。

　
「
伝
統
芸
能
」そ
れ
は
西
洋
文

化
が
入
っ
て
く
る
明
治
時
代
以
前

の
芸
術
と
技
能
を
、
現
代
芸
術
と

区
別
し
た
呼
び
名
で
す
。「
日
本

独
自
の
文
化
」と
い
う
意
味
で
す

が
、
江
戸
時
代
以
前
文
化
の
先
進

国
で
あ
っ
た
中
国
か
ら
流
入
し
た

も
の
を
、
日
本
独
自
に
作
り
変
え

た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
は
、

明
治
期
の
西
洋
化
以
降
も
既
存
の

形
を
保
ち
な
が
ら
存
続
し
、
現
代

芸
術
と
は
関
連
性
が
少
な
い
形
で

併
存
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時

代
の
流
れ
で
存
続
で
き
ず
、
途
絶

え
た
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

現
存
す
る
伝
統
芸
能
は
、
伝
統

を
そ
の
ま
ま
守
り
、
絶
や
さ
ず
後

世
に
残
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
熱

い
思
い
の
結
晶
で
も
あ
る
の
で
す
。

　　

平
戸
に
も
市
内
の
各
地
区
に
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

芸
能
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
平
戸

地
区
の
ほ
ぼ
全
域
に
あ
る「
平
戸

の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」、獅
子
地
区
の「
獅
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　度島の「盆ごうれい」は、島内
の３地区でそれぞれの踊りがあり
ます。近年は、少子化の影響も
あり、参加者の減少などさまざま
な問題が山積していますが、他
の地区へ手伝いをお願いしたり
「盆ごうれい」の象徴でもある幟
の数も、各地区２本だったのを
１本に減らすなどして、工夫を凝
らし継続しています。
　今後も、この伝統を次世代へつ
なげていくよう頑張っていきます。

　昔は、総勢約150人でお宮や
お寺などを回りながらやっていま
したが、少子化の流れもあり、現
在は約30人で獅子の夏祭りの会
場のみで踊っています。また「中
踊り」という踊りは、人数がそろ
わないため休止状態です。
　これからも踊り手は減っていく
可能性もありますが、先人たちの
思いを後世に残していくためにも、
規模は小さくなるかもしれません
が続けて行きたいと思っています。

　８月16日の本番に向けて練習
が始まると、その音色を聞くとお
盆が近づいたと言われるほど地
域の風物詩になっています。
　少子化で地域の子どもが少なく
なり、踊り組を集めるのに苦労し
ています。また保存会の運営、道
具や衣装の更新、技能伝承など気
が休まることがありませんが、舘
浦地区唯一の民俗伝統芸能として、
皆さんの心のより所となるよう継
承していきたいと思っています。

舘浦須古踊り保存会会長

戸田　幾嘉　さん

獅子須古保存会会長

永田　肇　さん

度島町民俗芸能保存会会長

森　芳尉　さん

先
人
た
ち
の
思
い
を
未
来
に

受
け
継
い
で
き
た
伝
統

もり　　　　　　　よしやす ながた　　　　　　はじめ とだ　　　　　　　　　いくよし

のぼり

のぼり

え
い
ご
う
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わ
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。
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い
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、
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に
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、

杖
使
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、
笛
、
太
鼓
、
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、
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な
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の

杖
使
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笛
、
太
鼓
、
鐘
、
枠
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の

踊
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が
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す
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特
に
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、
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の

踊
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が
あ
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ま
す
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特
に
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ふ
り
は
、
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の
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を
振
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な
が
ら
即
興
で
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を
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う
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枠
を
振
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が
ら
即
興
で
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歌
を
歌
う
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で
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古
踊
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に
は
見
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な
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で
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踊
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音
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で
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音
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中
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っ
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中
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起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
志
々

伎
神
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神
田
領
民
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り
と

し
て
奉
納
し
た
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と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
松
浦
家
29
代
鎮
信(

天
祥)

の
こ
ろ
に
、
島
民
の
平
和
と
豊
年
、
豊
漁

を
祈
願
し
て
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
大
名

行
列
の
形
態
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

行
列
は
本
村
地
区
を
練
り
歩
き
、
太
鼓

と
笛
の
囃
子
が
響
き
ま
す
。
踊
り
は
幟
、

花
杖
、
奴
踊
り
、
須
古
踊
り
な
ど
が
あ
り
、

特
に
全
長
約
14
．
５
ｍ
の
幟
を
持
ち
上
げ

る
様
子
は
圧
巻
で
す
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り
と

傘
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傘
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代
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タ
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小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
大
名
行
列
に
扮

し
、
舘
浦
地
区
の
中
通
り
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ど
を
練
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。
行
列
は
、
民
家
の
前
や
比
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社
な

ど
で
槍
、
挟
箱
、
杖
の
演
技
を
披
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す
。

ま
た
神
社
や
寺
な
ど
で
は
、
槍
、
挟
箱
、
杖

の
奉
納
の
後
に「
ア
ビ
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ゴ
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の
子
ど
も
が
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を
向
き
な
が
ら
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を
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え
、
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が
披
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。

と　き   8月11日（木）～ 18日（木）
ところ    11日（木）  野子地区（阿弥陀寺）
               14日（日）  野子・大志々伎地区
               15日（月）  宝亀・紐差・根獅子・
                                   中津良・津吉地区  
               16日（火）  中野地区
               18日（木）  平戸地区

と　き　8月15日（月）
　　　  午前７時～
ところ　度島地区一帯

平
戸
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ

度
島
の
盆
ご
う
れ
い

大
島
の
盆
踊
り

舘
浦
須
古
踊
行
事
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国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
大
島
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」

「
大
島
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
大
島
の
流
儀
」

「
大
島
の
流
儀
」

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

「
大
島
の
須
古
踊
」

「
大
島
の
須
古
踊
」

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
大
島
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
大
島
の
流
儀
」

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

と　き　8月16日（火）
　　　  午前９時～
ところ　生月町舘浦地区

と　き　8月13日（土）
　　　  午後６時30分～
ところ　獅子小学校跡地

と　き　8月14日（日）・15日（月）
　　　  午前７時～
ところ　大島村一帯
※15日午後2時からは、離島開発
　総合センター駐車場で一斉に披露

獅
子
の
須
古
踊

か
ね

は
さ
み
ば
こ

は
さ
み
ば
こ

は
さ
み
ば
こ

ひ　

め

か
さ
ほ
こ

か
さ
ほ
こ

か
さ
ほ
こ

は
や
し

「
大
島
の
須
古
踊
」

たびら夏祭り花火大会夏祭 花火大
８月17日（水）

会 場 田平港埋立地一帯埋立地 帯港埋

午後３時～

生月花火大会月花火大会
８月16日（火）

会 場 生月漁港港漁港

午後８時～

舘浦港花火大会浦 花火大会
８月15日（月）

会 場 生月町船員福祉会館前広場船員福祉会館前広場町船

午後５時～

大島村夏祭り花火大会大島村夏祭 花火大
８月12日（金）

会 場 大根坂漁港埋立地漁港埋立地坂漁

午後３時～午後９時

平戸港夏まつり平戸 夏
８月６日（土） 午後４時30分～午後９時15分

会 場 平戸港交流広場・平戸港内
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